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ITXITXITXITXITXITXITXITXグループグループグループグループとはとはとはとはグループグループグループグループとはとはとはとは

投資投資投資投資をををを通通通通じたじたじたじた事業価値創造事業価値創造事業価値創造事業価値創造をををを目的目的目的目的としてとしてとしてとして、、、、投資先会社投資先会社投資先会社投資先会社をををを主体的主体的主体的主体的にににに経営経営経営経営しししし、、、、

①①①①①①①①連結子会社連結子会社連結子会社連結子会社のののの安定的安定的安定的安定的なななな事業収益事業収益事業収益事業収益をををを獲獲獲獲るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、連結子会社連結子会社連結子会社連結子会社のののの安定的安定的安定的安定的なななな事業収益事業収益事業収益事業収益をををを獲獲獲獲るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、

②②②②②②②②上場上場上場上場をををを実現実現実現実現させさせさせさせキャピタルゲインキャピタルゲインキャピタルゲインキャピタルゲインをををを獲得獲得獲得獲得するするするする上場上場上場上場をををを実現実現実現実現させさせさせさせキャピタルゲインキャピタルゲインキャピタルゲインキャピタルゲインをををを獲得獲得獲得獲得するするするする

ビジネスモデルサイクルビジネスモデルサイクルビジネスモデルサイクルビジネスモデルサイクル

新規案件へ再投資

事業収益事業収益事業収益事業収益

キャピタルキャピタルキャピタルキャピタル
ゲインゲインゲインゲイン

ITXグループグループグループグループ

発掘発掘発掘発掘 投資投資投資投資 事業育成事業育成事業育成事業育成

アイデアアイデアアイデアアイデア
新規案件新規案件新規案件新規案件

創業創業創業創業
・・・・買収買収買収買収

成成成成 長長長長

（（（（事業価値事業価値事業価値事業価値のののの向上向上向上向上））））

既存子会社既存子会社既存子会社既存子会社からのからのからのからの
安定安定安定安定したしたしたした収益収益収益収益

新事業新事業新事業新事業からのからのからのからの

収益収益収益収益

IPO・・・・売却売却売却売却でのでのでのでの

収益収益収益収益

ITX Corporation 4

各社の事業領域各社の事業領域

※※※※各社各社各社各社のののの事業事業事業事業ははははパンフレットパンフレットパンフレットパンフレット「「「「主要主要主要主要グループグループグループグループ会社会社会社会社」」」」をごをごをごをご参照参照参照参照くださいくださいくださいください。。。。

ライフサイエンスライフサイエンスライフサイエンスライフサイエンス
（7社）

ネットワークネットワークネットワークネットワーク
＆＆＆＆

テクノロジーテクノロジーテクノロジーテクノロジー
（26社）

モバイルモバイルモバイルモバイル
（4社）

ビジネスビジネスビジネスビジネス
イノベーションイノベーションイノベーションイノベーション
（25社）

連
結
事
業
収
益

連
結
事
業
収
益

連
結
事
業
収
益

連
結
事
業
収
益
のののの
コ
ア
コ
ア
コ
ア
コ
ア

ＫＳＫＳＫＳＫＳオリンパスオリンパスオリンパスオリンパス

医療事業医療事業医療事業医療事業 自動車自動車自動車自動車アフターアフターアフターアフター
マーケットマーケットマーケットマーケット事業事業事業事業

携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話
販売事業販売事業販売事業販売事業

※ 全社セグメントとして米国法人など他に3社

2006年年年年9月末日現在月末日現在月末日現在月末日現在

ITX Capital
Innovation



２２２２．．．．２２２２．．．． 20062006年度中間決算実績年度中間決算実績年度中間決算実績年度中間決算実績年度中間決算実績年度中間決算実績年度中間決算実績年度中間決算実績 概況概況概況概況概況概況概況概況
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中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績

※① 単体の販管費は投資育成と機器販売・サービスに50％ずつ配分
※② 当中間期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」を適用しております。
※③ 負債倍率＝ネット有利子負債倍率⇒（有利子負債－現金同等物）÷（純資産－少数株主持分－新株予約権）

81
102
△12

905
733
260

824
631
272

2） B/S 
① 有利子負債 （連結）

（単体）

② 純資産※② （連結）

1.0
0.8

△302
(△31)

(△272)
△22

(△28)
（7)
△18
△56

前年
同期比

3.0
2.2

1,535
(5)

(1,529)
△△△△4

(△△△△5)
(2)
△△△△12
△△△△44 

06年度中間期年度中間期年度中間期年度中間期
実績実績実績実績

1,837
(36)

(1,801)
18

(23)
(△△△△5)

6
12 

1） P/L （連結）
売上高

（投資育成）

（機器販売・サービス）

営業利益 ※①

（投資育成）

（機器販売・サービス）

経常利益

中間純利益

2.0
1.4

05年度中間期年度中間期年度中間期年度中間期
実績実績実績実績

3） 経営指標
① 負債倍率※③（連結）

（単体）

（（（（単位単位単位単位：：：：億円億円億円億円））））
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中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績ののののポイントポイントポイントポイント中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績ののののポイントポイントポイントポイント

■■■■ 売上高売上高売上高売上高 ：：：： 1,535億円億円億円億円 （（（（ 投資育成投資育成投資育成投資育成：：：：5億円億円億円億円、、、、機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービス：：：：1,529億円億円億円億円 ））））
前中間期比 △302億円 （投資育成：△31億円、機器販売・ｻｰﾋﾞｽ△272億円）

【【【【前中間期比主要因前中間期比主要因前中間期比主要因前中間期比主要因】】】】
●増加要因 ： ブロードリーフ（新規連結）＋83億円

アイ・ティー・テレコム（シェア拡大）＋48億円 等
●減少要因 ： 単体（パソコン周辺機器OEM販売が終了* ）△448億円

テクマトリックス（子会社から関連会社に）△36億 等
*05年下期よりＩＴＸ-EGにて、サービスの対価を売上高に計上する新たなOEMビジネスがスタート。

■■■■ 営業利益営業利益営業利益営業利益 ：：：： △△△△4億円億円億円億円 （（（（ 投資育成投資育成投資育成投資育成：：：：△△△△5億円億円億円億円、、、、機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービス：：：：2億円億円億円億円 ））））
前中間期比 △22億円（投資育成： △28億円、機器販売・ｻｰﾋﾞｽ＋7億円）

【【【【前中間期比主要因前中間期比主要因前中間期比主要因前中間期比主要因】】】】
●増加要因 ： ブロードリーフ＋5億円、アイ・ティー・テレコム＋11億円 等
●減少要因 ： 単体△13億円、米国投資子会社△7億円、テクマトリックス△3億円等

●●●● 中間期中間期中間期中間期においてにおいてにおいてにおいて、、、、機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービスのののの営業利益営業利益営業利益営業利益がががが初初初初のののの黒字化黒字化黒字化黒字化
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△ 6
△ 5

2

△ 8

△ 6

△ 4

△ 2

0

2

4

04年度中間期 05年度中間期 06年度中間期

1,502
1,801

1,529

0

500

1,000

1,500

2,000

04年度中間期 05年度中間期 06年度中間期

機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービス機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービス 中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績 －－－－－－－－ 損損損損損損損損益推移益推移益推移益推移益推移益推移益推移益推移

売上高売上高売上高売上高億円 億円 営業利益営業利益営業利益営業利益

※単体の販管費は投資育成と機器販売・サービスに50％ずつ配分
※営業利益には全社経費を含めて記載
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機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービス機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービス 中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績 －－－－－－－－ セグメントセグメントセグメントセグメント別別別別セグメントセグメントセグメントセグメント別別別別

39
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53

192
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220220220220 225225225225

1,0001,0001,0001,000

84848484
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06年度中間期

ビジネスビジネスビジネスビジネス
イノベーションイノベーションイノベーションイノベーション

ライフサイエンスライフサイエンスライフサイエンスライフサイエンス モバイルモバイルモバイルモバイル
ネットワークネットワークネットワークネットワーク
＆＆＆＆テクノロジーテクノロジーテクノロジーテクノロジー

△ 4
△ 2

0
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△ 7

△ 1

1111

5555
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△ 3△ 3△ 3△ 3

3

△ 10

△ 5

0
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営業利益営業利益営業利益営業利益

億円売上高売上高売上高売上高

億円
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36

84

5
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04年度中間期 05年度中間期 06年度中間期

投資育成投資育成投資育成投資育成投資育成投資育成投資育成投資育成 中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績 －－－－－－－－ 損損損損損損損損益推移益推移益推移益推移益推移益推移益推移益推移

32
23

△5△5△5△5

-20

0

20

40

60

80

100

04年度中間期 05年度中間期 06年度中間期

売上高売上高売上高売上高

億円
億円

営業利益営業利益営業利益営業利益

※単体の販管費は投資育成と機器販売・サービスに50％ずつ配分

5 （（（（7社社社社））））4 （（（（5社社社社））））1 （（（（2社社社社））））－ （－）06年度中間期年度中間期年度中間期年度中間期

36 （5社）0 （2社）26 （2社）9 （１社）05年度中間期

84 （5社）17 （４社）66 （1社）－ （－）04年度中間期

合計合計合計合計そのそのそのその他他他他M&Aによるによるによるによる売却売却売却売却新規公開新規公開新規公開新規公開にににに伴伴伴伴うううう売却売却売却売却

04年度中間期 05年度中間期 06年度中間期 04年度中間期 05年度中間期 06年度中間期

（単位：億円（社数））
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55
43

△20△20△20△20-30

-10

10

30

50

70

04年度 05年度 06年度中間期

ExitExit NetNet損損損損損損損損益益益益益益益益 －－－－－－－－ 中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績

億円
Net損益合計損益合計損益合計損益合計

23社15社8社05年度 通期

25社12社13社04年度 通期
11社6社5社05年度中間期

4社社社社

6社

投資育成株式以外投資育成株式以外投資育成株式以外投資育成株式以外のののの売却売却売却売却

7社社社社

5社

投資育成株式売却投資育成株式売却投資育成株式売却投資育成株式売却

11社社社社06年度中間期年度中間期年度中間期年度中間期

11社04年度中間期

合計合計合計合計

※ Net損益合計は、投資育成有価証券売却損益、投資有価証券売却損益、関係会社株式売却損益、評価損等の合計額です

上期上期上期上期 下期下期下期下期

52

11
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投資育成投資育成投資育成投資育成のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ・・・・方向性方向性方向性方向性投資育成投資育成投資育成投資育成のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ・・・・方向性方向性方向性方向性

■■■■ ０６０６０６０６経営基本計画経営基本計画経営基本計画経営基本計画にににに沿沿沿沿ったったったったポートフォリオポートフォリオポートフォリオポートフォリオのののの積極的見直積極的見直積極的見直積極的見直しのしのしのしの推進推進推進推進

●●●●注力投資分野注力投資分野注力投資分野注力投資分野
・・・・ 主要主要主要主要3事業事業事業事業（（（（携帯電話販売事業携帯電話販売事業携帯電話販売事業携帯電話販売事業、、、、医療事業医療事業医療事業医療事業、、、、自動車自動車自動車自動車アフターマーケットアフターマーケットアフターマーケットアフターマーケット事業事業事業事業））））のののの周辺分野周辺分野周辺分野周辺分野へのへのへのへの

広広広広がりががりががりががりが期待期待期待期待できるできるできるできる事業事業事業事業

・・・・ 米国投資子会社米国投資子会社米国投資子会社米国投資子会社をををを活用活用活用活用したしたしたした先進的先進的先進的先進的なななな医療医療医療医療デバイスベンチャーデバイスベンチャーデバイスベンチャーデバイスベンチャー

・・・・ 国内国内国内国内ＣＶＣ（ＣＶＣ（ＣＶＣ（ＣＶＣ（コーポレートコーポレートコーポレートコーポレート・・・・ベンチャーベンチャーベンチャーベンチャー・・・・キャピタルキャピタルキャピタルキャピタル））））投資投資投資投資

【【【【ＩＴＸＩＴＸＩＴＸＩＴＸののののＣＶＣＣＶＣＣＶＣＣＶＣ投資投資投資投資】】】】

投資目的が、連結事業収益への寄与やグループ他企業とのシナジー効果よりもキャピタルゲインを

重視したもの。投資対象領域はレイターステージ銘柄にも拡大。

CVC投資事業は、ITXのビジネスシーズ発掘のためのアンテナ機能も果たしています。

●●●●保有保有保有保有するするするする投資資産投資資産投資資産投資資産のののの積極的見直積極的見直積極的見直積極的見直しししし

各投資先各投資先各投資先各投資先のののの３３３３カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリーにににに分類分類分類分類。。。。そのそのそのその事業事業事業事業がががが単独完結型単独完結型単独完結型単独完結型でででで、、、、当社当社当社当社ググググ
ループループループループ並並並並びにびにびにびに投資先投資先投資先投資先のののの事業事業事業事業とのとのとのとのシナジーシナジーシナジーシナジーがががが見出見出見出見出しにくいしにくいしにくいしにくい事業事業事業事業ののののExitのののの
方向性方向性方向性方向性をををを検討検討検討検討。。。。
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直近直近直近直近のののの投資先投資先投資先投資先（（（（新規投資新規投資新規投資新規投資））））直近直近直近直近のののの投資先投資先投資先投資先（（（（新規投資新規投資新規投資新規投資））））

【【【【 ビジネスイノベーションビジネスイノベーションビジネスイノベーションビジネスイノベーション 】】】】

【【【【 ライフサイエンスライフサイエンスライフサイエンスライフサイエンス 】】】】

ジャパンジャパンジャパンジャパン マーケットマーケットマーケットマーケット インテリジェンスインテリジェンスインテリジェンスインテリジェンス 株式会社株式会社株式会社株式会社

事業内容：市場調査会社およびコンサルティング

～ IT分野の新技術とマーケットリサーチを統合することに特化

データ取得にかかるプロセスを大幅に短縮、スピードアップ。

所在地 ：東京都 投資実行：746百万円百万円百万円百万円（出資比率 52.96%） 2006年8月

ＲｕｂｉｃｏｒＲｕｂｉｃｏｒＲｕｂｉｃｏｒＲｕｂｉｃｏｒ MedicalMedicalMedicalMedical ,Inc,Inc,Inc,Inc
事業内容：乳がんの確定診断デバイスの開発・販売

～切開しなくても、一度で複数の検体採取可能なデバイスや、大型検体摘出が可能な
デバイスの開発と販売

所在地 ：米国 投資実行：５５５５百万百万百万百万ドル（出資比率 7.76%） 2006年8月
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中間期投資実績中間期投資実績中間期投資実績中間期投資実績中間期投資実績中間期投資実績中間期投資実績中間期投資実績 （（（（米国投資子会社米国投資子会社米国投資子会社米国投資子会社、、、、国内国内国内国内ﾌｧﾝﾄﾌｧﾝﾄﾌｧﾝﾄﾌｧﾝﾄﾞ゙゙゙等含等含等含等含むむむむ））））（（（（米国投資子会社米国投資子会社米国投資子会社米国投資子会社、、、、国内国内国内国内ﾌｧﾝﾄﾌｧﾝﾄﾌｧﾝﾄﾌｧﾝﾄﾞ゙゙゙等含等含等含等含むむむむ））））

28.6億円億円億円億円 （25.2億円）合計

ジャパンマーケットインテリジェンス、

Rf stream、モバイルテクニカ、
デントハウス、他への出資

・CVC投資19.9億円億円億円億円 （18.2億円）ビジネス

イノベーション

－－－－億円億円億円億円 （－億円）モバイル

Ambarellaへの出資・次世代半導体・電子デバイス1.7億円億円億円億円 （1.2億円）ネットワーク

&
テクノロジー

Ｆｌｕｉｄ Ｍｅｄｉｃａｌへの出資

ＩｍａＲｘ Ｔｈｅｒａｐｕｔｉｃｓへの出資

・医療デバイス

・バイオ

7.1億円億円億円億円 （5.8億円）ライフ

サイエンス

新規投資

具体案件

投資分野2006年度中間期
投資実行額

■■■■ 2006年度中間期投資実績年度中間期投資実績年度中間期投資実績年度中間期投資実績 ：：：： 28.628.628.628.6億円億円億円億円 （内、新規投資：25.2億円）

※ ：カッコ内新規投資実績

３３３３．．．．３３３３．．．． 20062006年度通期見通年度通期見通年度通期見通年度通期見通しししし年度通期見通年度通期見通年度通期見通年度通期見通しししし
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20062006年度通期見通年度通期見通年度通期見通年度通期見通しししし年度通期見通年度通期見通年度通期見通年度通期見通しししし

（（（（単位単位単位単位：：：：億円億円億円億円））））

△45
△1
33

836
706
302

908
707
269

2） B/S 
① 有利子負債 （連結）

（単体）

② 純資産※② （連結）

△0.5
△0.4

△79
(71)

(△150)
31

(14)
（17)

30
0

前期比

2.2
1.6

3,390
(130)

(3,260)
60

(43)
(17)

50
13

06年度通期年度通期年度通期年度通期
見通見通見通見通しししし

3,469
(59)

(3,410)
29

(29)
(0)
20
13

1） P/L （連結）
売上高

（投資育成）

（機器販売・サービス）

営業利益 ※①

（投資育成）

（機器販売・サービス）

経常利益

当期純利益

2.7
2.0

05年度通期年度通期年度通期年度通期
実績実績実績実績

3） 経営指標
① 負債倍率※③（連結）

（単体）

※① 単体の販管費は投資育成と機器販売・サービスに50％ずつ配分
※② 当中間期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」を適用しております。
※③ 負債倍率＝ネット有利子負債倍率⇒（有利子負債－現金同等物）÷（純資産－少数株主持分－新株予約権）

ITX Corporation 18

期初計画期初計画期初計画期初計画とととと見通見通見通見通しのしのしのしの差異差異差異差異期初計画期初計画期初計画期初計画とととと見通見通見通見通しのしのしのしの差異差異差異差異
（（（（単位単位単位単位：：：：億円億円億円億円））））

△160
(30)

(△190)
△2

(11)
（△13)

3
△10

計画比

3,390
(130)

(3,260)
60

(43)
(17)
50
13 

06年度通期年度通期年度通期年度通期
見通見通見通見通しししし

3,550
(100)

(3,450)
62

(32)
(30)
47
23 

1） P/L （連結）
売上高

（投資育成）

（機器販売・サービス）

営業利益 ※

（投資育成）

（機器販売・サービス）

経常利益

当期純利益

06年度通期年度通期年度通期年度通期
期初計画期初計画期初計画期初計画

※ 単体の販管費は投資育成と機器販売・サービスに50％ずつ配分

■機器販売・サービスでの売上高下振れ
（アイ・ティー・テレコム△100億円、ブロードリーフ△63億円）
■投資育成株式の売却額増加
⇒営業利益、経常利益を維持。
■中間期発生の投資有価証券評価損の影響により当期純利益は減少。
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機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービス機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービス 通期見通通期見通通期見通通期見通しししし通期見通通期見通通期見通通期見通しししし －－－－－－－－ 損益推移損益推移損益推移損益推移損益推移損益推移損益推移損益推移

3,356 3,410 3,260

0

1,000

2,000

3,000

4,000

04年度通期 05年度通期 06年度通期

売上高売上高売上高売上高
億円

※単体の販管費は投資育成と機器販売・サービスに50％ずつ配分
※営業利益には全社経費を含めて記載

0

5

10

15

20

04年度通期 05年度通期 06年度通期

営業利益営業利益営業利益営業利益
億円

0
1

17

04年度通期実績 05年度通期実績 06年度通期見通し 04年度通期実績 05年度通期実績 06年度通期見通し

■■■■ 主要主要主要主要３３３３事業事業事業事業のののの牽引牽引牽引牽引によるによるによるによる営業利益営業利益営業利益営業利益のののの大幅増加大幅増加大幅増加大幅増加
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機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービス機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービス 通期見通通期見通通期見通通期見通しししし通期見通通期見通通期見通通期見通しししし ━━━━━━━━ 達成達成達成達成のためののためののためののためのポイントポイントポイントポイント達成達成達成達成のためののためののためののためのポイントポイントポイントポイント

■■■■携帯電話販売事業携帯電話販売事業携帯電話販売事業携帯電話販売事業、、、、医療事業医療事業医療事業医療事業、、、、自動車自動車自動車自動車アフターマーケットアフターマーケットアフターマーケットアフターマーケット事業事業事業事業のののの確実確実確実確実なななな事業進捗事業進捗事業進捗事業進捗
●●●●アイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコム
・モバイルナンバーポータビリティ導入後の流動化するユーザーの確実な獲得
・12月、1月、3月が年間最大の商戦

■■■■B to B系系系系ビジネスビジネスビジネスビジネス⇒⇒⇒⇒第第第第４４４４四半期四半期四半期四半期にににに集中傾向集中傾向集中傾向集中傾向

見通見通見通見通しししし達成達成達成達成のののの
ためのためのためのためのPOINT

2

△ 5△ 6

15151515

7 5

△ 20

△ 15

△ 10

△ 5

0

5

10

15

20

04年度 05年度 06年度

1,502 1,801 1,529

1,7311,7311,7311,731
1,854

1,609

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

04年度 05年度 06年度

売上高売上高売上高売上高億円 億円
営業利益営業利益営業利益営業利益

3,2603,356 3,410

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期
見通し

下半期
見通し

：上半期実績 ：下半期実績・見通し

04年度通期実績 05年度通期実績 06年度通期見通し 04年度通期実績 05年度通期実績 06年度通期見通し
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機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービス機器販売機器販売機器販売機器販売・・・・サービスサービスサービスサービス 通期見通通期見通通期見通通期見通しししし通期見通通期見通通期見通通期見通しししし －－－－－－－－ セグメントセグメントセグメントセグメント別別別別セグメントセグメントセグメントセグメント別別別別

240
116

400

808

2,043

163

441441441441 495495495495

2,1692,1692,1692,169

157157157157

1,213

1,788

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

ライフサイエンス ネットワーク＆テクノロ
ジー

モバイル ビジネスイノベーション

04年度実績

05年度実績

06年度見通し

億円売上高売上高売上高売上高

0
1

2

7777

3333

△ 1△ 1△ 1△ 1
△ 2△ 2△ 2△ 2

6666

9999

14141414

△ 5△ 5△ 5△ 5

4

△△△△ 10

0

10

20営業利益営業利益営業利益営業利益
億円
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投資育成投資育成投資育成投資育成投資育成投資育成投資育成投資育成 通期見通通期見通通期見通通期見通しししし通期見通通期見通通期見通通期見通しししし －－－－－－－－ 損益推移損益推移損益推移損益推移損益推移損益推移損益推移損益推移

23

36

5

84

57

125125125125

0

50

100

150

200

04年度通期 05年度通期 06年度

売上高売上高売上高売上高
億円

※単体の販管費は投資育成と機器販売・サービスに50％ずつ配分

営業利益営業利益営業利益営業利益
億円

１４１
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■■■■ 投資育成株式売却投資育成株式売却投資育成株式売却投資育成株式売却のののの確実確実確実確実なななな実行実行実行実行

下半期下半期下半期下半期 売却額売却額売却額売却額 ：：：： 125億円億円億円億円
営業利益営業利益営業利益営業利益 ：：：： 48億円億円億円億円

見通見通見通見通しししし達成達成達成達成のののの
ためのためのためのためのPOINT

７１

２９

43

04年度通期 05年度通期 06年度通期

下半期
見通し

下半期
見通し

04年度通期実績 05年度通期実績 06年度通期見通し 04年度通期実績 05年度通期実績 06年度通期見通し



４４４４．．．．コアコアコアコア事業事業事業事業のののの状況状況状況状況４４４４．．．．コアコアコアコア事業事業事業事業のののの状況状況状況状況 －－－－－－－－ 医医医医医医医医療事業療事業療事業療事業療事業療事業療事業療事業
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１１１１．．．．新規開業病院新規開業病院新規開業病院新規開業病院・・・・クリニッククリニッククリニッククリニックにににに対対対対するするするする包括的包括的包括的包括的受注受注受注受注へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ

⇒⇒⇒⇒東京女子医大八千代医療東京女子医大八千代医療東京女子医大八千代医療東京女子医大八千代医療センターセンターセンターセンター開業開業開業開業 外科外科外科外科をををを中心中心中心中心としてとしてとしてとして全診療科全診療科全診療科全診療科でのでのでのでの受注受注受注受注

⇒⇒⇒⇒急増急増急増急増するするするする新規開業医新規開業医新規開業医新規開業医にににに対対対対するするするする包括提案包括提案包括提案包括提案とととと受注受注受注受注

■■■■■■■■ 直近実績直近実績直近実績直近実績直近実績直近実績直近実績直近実績

KSオリンパスオリンパスオリンパスオリンパス㈱㈱㈱㈱

オオオオリンパスリンパスリンパスリンパス製品製品製品製品ををををメインメインメインメインにににに、、、、東北東北東北東北～～～～関東関東関東関東エリアエリアエリアエリアをををを中心中心中心中心にににに事事事事業展開業展開業展開業展開

⇒⇒⇒⇒ 保有保有保有保有するするするする販路販路販路販路とととと営業力等営業力等営業力等営業力等のののの事業基盤事業基盤事業基盤事業基盤をををを最大活用最大活用最大活用最大活用しししし、、、、

他他他他のののの商品商品商品商品・・・・サービスサービスサービスサービスのののの拡大拡大拡大拡大をををを目指目指目指目指すすすす

KSKSオリンパスの強み・新事業オリンパスの強み・新事業
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KSKSオリンパスの新事業オリンパスの新事業

２２２２．．．．KSオリンパスオリジナルオリンパスオリジナルオリンパスオリジナルオリンパスオリジナル商品商品商品商品━━━━世界世界世界世界初初初初ののののデジタルデジタルデジタルデジタル・・・・フォレンジックフォレンジックフォレンジックフォレンジック搭載搭載搭載搭載のののの

手術室手術室手術室手術室システムシステムシステムシステムののののKSオリンパスオリンパスオリンパスオリンパスのののの販路販路販路販路でででで販売開始販売開始販売開始販売開始。。。。

順次順次順次順次、、、、全国展開全国展開全国展開全国展開へへへへ。。。。

⇒⇒⇒⇒慶応大慶応大慶応大慶応大一般一般一般一般・・・・消化器外科消化器外科消化器外科消化器外科とととと共同研究開発共同研究開発共同研究開発共同研究開発にににに成功成功成功成功。。。。

世界初のデジタル・フォレンジック（医療訴訟における

法的根拠を担保) 搭載の手術室システムとなる
医用動画像・生体情報同期記録システム

MFS（Medical Forensic System）シリーズ

３３３３．．．．KSオリンパスオリジナルオリンパスオリジナルオリンパスオリジナルオリンパスオリジナル消耗品消耗品消耗品消耗品のののの販売開始販売開始販売開始販売開始

内視鏡内視鏡内視鏡内視鏡・・・・関節鏡関節鏡関節鏡関節鏡用接続用接続用接続用接続チューブチューブチューブチューブ『『『『KS iiii チューブチューブチューブチューブ』』』』のののの
全国全国全国全国販売販売販売販売をををを開始開始開始開始。。。。

・経尿道的切除術時の視野確保、関節鏡視下手術時の

薬液誘導のために
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中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績・・・・通期見通通期見通通期見通通期見通しししし中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績・・・・通期見通通期見通通期見通通期見通しししし －－－－－－－－ KSKSオリンパスオリンパスオリンパスオリンパスオリンパスオリンパスオリンパスオリンパス

10

307

05年度年度年度年度
通期実績通期実績通期実績通期実績

5

150

05年年年年9月月月月
実績実績実績実績

06年度年度年度年度
通期見通通期見通通期見通通期見通しししし

06年年年年9月月月月
実績実績実績実績

115営業利益営業利益営業利益営業利益

339175売上高売上高売上高売上高

■■■■06060606年度中間期年度中間期年度中間期年度中間期のののの概況概況概況概況

●医療分野、工業分野の伸び
●消化器内視鏡販売が好調に推移
●エリアでは関東が好調
●KSオリンパスオリジナル商品の充実

KSオリンパスオリンパスオリンパスオリンパス業績推移業績推移業績推移業績推移

売上：億円

■■■■06年度通期業績見通年度通期業績見通年度通期業績見通年度通期業績見通しししし

●医療機器、工業機械製品販売の安定成長
●包括受注案件、オリジナル商品の全国展開
⇒ 業績貢献は来期以降

営業利益：億円
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コアコアコアコア事業事業事業事業のののの状況状況状況状況コアコアコアコア事業事業事業事業のののの状況状況状況状況 －－－－－－－－ 携帯電話販売携帯電話販売携帯電話販売携帯電話販売携帯電話販売携帯電話販売携帯電話販売携帯電話販売事業事業事業事業事業事業事業事業
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アイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコムののののアイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコムのののの強強強強みみみみ・・・・特長特長特長特長強強強強みみみみ・・・・特長特長特長特長

アイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコム㈱㈱㈱㈱

●●●●全国全国全国全国223店舗店舗店舗店舗（（（（平成平成平成平成18年年年年9月末時点月末時点月末時点月末時点））））のののの各各各各キャリアショップキャリアショップキャリアショップキャリアショップ

をををを中心中心中心中心にににに展開展開展開展開。。。。

●●●●全全全全キャリアキャリアキャリアキャリアをををを取扱取扱取扱取扱。。。。各各各各キャリアキャリアキャリアキャリアのののの取扱比率取扱比率取扱比率取扱比率はははは各各各各キャリアキャリアキャリアキャリアのののの
市場占有率市場占有率市場占有率市場占有率とほぼとほぼとほぼとほぼ同同同同じじじじ。。。。

●●●●業界業界業界業界トップクラストップクラストップクラストップクラスのののの市場市場市場市場シェアシェアシェアシェア。。。。
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アイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコムのののの市場市場市場市場アイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコムのののの市場市場市場市場実績実績実績実績実績実績実績実績

2006200620062006年度中間期年度中間期年度中間期年度中間期
　　　　商品別売上高構成商品別売上高構成商品別売上高構成商品別売上高構成

98%98%98%98%

2%2%2%2%

移動体

非移動体

83 89 85
59 58

56 56
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67676767
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テレパーク MＳコミ パナソニック ITT ITC NEC

新規

機種変更

ITテレコムテレコムテレコムテレコム

（万台）

※※※※一部地域一部地域一部地域一部地域データデータデータデータ除除除除くくくく

2006年度中間期年度中間期年度中間期年度中間期 主要代理店別販売台数実績主要代理店別販売台数実績主要代理店別販売台数実績主要代理店別販売台数実績

58%58%58%58% 42%42%42%42%

量販点ルート

その他

量販営業部量販営業部量販営業部量販営業部によるによるによるによる売上拡大売上拡大売上拡大売上拡大

2006年度中間期年度中間期年度中間期年度中間期 販売販売販売販売チャンネルチャンネルチャンネルチャンネル別売上高構成別売上高構成別売上高構成別売上高構成

非移動体非移動体非移動体非移動体はははは拡販余地大拡販余地大拡販余地大拡販余地大
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ITCネットワーク

アイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコムのののの成長戦略成長戦略成長戦略成長戦略アイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコムのののの成長戦略成長戦略成長戦略成長戦略

１１１１．．．．今秋導入今秋導入今秋導入今秋導入ののののモバイルモバイルモバイルモバイル・・・・ナンバーナンバーナンバーナンバー・・・・ポータビリティポータビリティポータビリティポータビリティ制度制度制度制度をををを見据見据見据見据ええええ、、、、通信通信通信通信キャリアキャリアキャリアキャリアのののの市場占有率市場占有率市場占有率市場占有率にににに近近近近いいいい

通信通信通信通信キャリアキャリアキャリアキャリア取扱比率取扱比率取扱比率取扱比率をををを維持維持維持維持

２２２２．．．．販売台数販売台数販売台数販売台数のののの増増増増、、、、業界内業界内業界内業界内シェアアップシェアアップシェアアップシェアアップによりによりによりにより、、、、通信通信通信通信キャリアキャリアキャリアキャリアにとってにとってにとってにとって「「「「なくてはならないなくてはならないなくてはならないなくてはならない」」」」一次代理店一次代理店一次代理店一次代理店となるとなるとなるとなる

2006年度中間期販売実績年度中間期販売実績年度中間期販売実績年度中間期販売実績

市場全体

ａｕ
29.2%

ソフト
バンク
15.2%

その他
0.1%

ドコモ
55.5%

テレパーク MＳコミュニケーションズ パナソニック

NECモバイリングアイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコム

0.1%
10.5
%

59.4
%

30.0
%
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買買買買いいいい替替替替ええええ

新規新規新規新規

買買買買いいいい替替替替ええええ

新規新規新規新規

1,460万台万台万台万台1,380万台万台万台万台

70.2万台万台万台万台（（（（シェアシェアシェアシェア4.8％）％）％）％）65.0万台万台万台万台（（（（シェアシェアシェアシェア4.7％）％）％）％）

42.1万台万台万台万台（（（（シェアシェアシェアシェア6.1％）％）％）％）44.6万台万台万台万台（（（（シェアシェアシェアシェア5.6％）％）％）％）アイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコム

690万台万台万台万台797万台万台万台万台市場全体市場全体市場全体市場全体

2006年年年年 4月月月月～～～～9月月月月2005年年年年 4月月月月～～～～9月月月月販売台数実績販売台数実績販売台数実績販売台数実績

■■■■06060606年度中間期年度中間期年度中間期年度中間期のののの概況概況概況概況

●携帯電話販売の堅調な拡大

・前中間期比／新規販売95％・機種変更107％

・量販店販売の伸び（前中間比108％）

●営業利益営業利益営業利益営業利益のののの大幅改善大幅改善大幅改善大幅改善

①徹底したインセンティブ管理による売上総利益率改善

前中間期 9.7％⇒06年中間期 9.9％

②販管費の削減

・不採算店の統廃合

・販売現場へのヘルパー投入の効率化

●法人向け固定回線（光回線）の販売拡大／法人営業も拡大

中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績・・・・通期見通通期見通通期見通通期見通しししし中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績・・・・通期見通通期見通通期見通通期見通しししし －－－－－－－－ アイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコムアイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコム

06年9月

営業利益

05年9月

営業利益

３

＋６

＋５売上総利益
増

販管費

減

億
円

14

前中間期比
１３％減少

シェアシェアシェアシェア拡大拡大拡大拡大
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アイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコム業績推移業績推移業績推移業績推移

18

2,021

05年度年度年度年度
通期実績通期実績通期実績通期実績

3

940

05年年年年9月月月月
実績実績実績実績

06年度年度年度年度
通期見通通期見通通期見通通期見通しししし

06年年年年9月月月月
実績実績実績実績

3414営業利益営業利益営業利益営業利益

2,141988売上高売上高売上高売上高

■■■■06年度通期業績見通年度通期業績見通年度通期業績見通年度通期業績見通しししし

●シェア拡大路線の推進。

●達成ポイント
①12月、1月、3月の最大の商戦における販売拡大
②徹底したコスト削減の継続
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上期営業利益
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営業利益：億円
売上：億円

中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績・・・・通期見通通期見通通期見通通期見通しししし中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績・・・・通期見通通期見通通期見通通期見通しししし －－－－－－－－ アイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコムアイアイアイアイ・・・・ティーティーティーティー・・・・テレコムテレコムテレコムテレコム

2005年9月実績 2006年3月実績 2006年9月実績 2007年3月見通し



コアコアコアコア事業事業事業事業のののの状況状況状況状況コアコアコアコア事業事業事業事業のののの状況状況状況状況 －－－－－－－－ 自動車自動車自動車自動車アフターマーケットアフターマーケットアフターマーケットアフターマーケット事業事業事業事業自動車自動車自動車自動車アフターマーケットアフターマーケットアフターマーケットアフターマーケット事業事業事業事業
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㈱㈱㈱㈱ブロードリーフブロードリーフブロードリーフブロードリーフ
（（（（06年年年年1月月月月ににににITXグループグループグループグループ会社会社会社会社にににに。。。。8月月月月にににに商号変更商号変更商号変更商号変更。。。。旧商号旧商号旧商号旧商号：：：：ITX翼翼翼翼ネットネットネットネット㈱㈱㈱㈱））））

●●●●自動車整備自動車整備自動車整備自動車整備・・・・修理修理修理修理・・・・鈑金等自動車鈑金等自動車鈑金等自動車鈑金等自動車アフターマーケットアフターマーケットアフターマーケットアフターマーケット向向向向けけけけ
パッケージソフトウェアパッケージソフトウェアパッケージソフトウェアパッケージソフトウェアのののの開発開発開発開発・・・・販売販売販売販売
⇒⇒⇒⇒自動車関連業界自動車関連業界自動車関連業界自動車関連業界ではではではでは、、、、業界随一業界随一業界随一業界随一のののの部品部品部品部品DBをををを強強強強みとしてみとしてみとしてみとして圧倒的圧倒的圧倒的圧倒的トップシェアトップシェアトップシェアトップシェア

●●●●自動車自動車自動車自動車アフターマーケットアフターマーケットアフターマーケットアフターマーケット以外以外以外以外にもにもにもにも、、、、業種特化型業種特化型業種特化型業種特化型パッケージパッケージパッケージパッケージ
ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアのののの開発開発開発開発・・・・販売販売販売販売
⇒⇒⇒⇒自動車関連以外自動車関連以外自動車関連以外自動車関連以外でもでもでもでも、、、、機械工具商向機械工具商向機械工具商向機械工具商向けけけけ、、、、旅行業向旅行業向旅行業向旅行業向けけけけパッケージシステムパッケージシステムパッケージシステムパッケージシステム等等等等でででで高高高高いいいいシェアシェアシェアシェア

●●●●3万件以上万件以上万件以上万件以上のののの優良優良優良優良なななな顧客基盤顧客基盤顧客基盤顧客基盤

●●●●全国全国全国全国４２４２４２４２拠点営業網拠点営業網拠点営業網拠点営業網

ブロードリーフブロードリーフブロードリーフブロードリーフのののの強強強強みみみみ・・・・特長特長特長特長ブロードリーフブロードリーフブロードリーフブロードリーフのののの強強強強みみみみ・・・・特長特長特長特長
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中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績・・・・通期見通通期見通通期見通通期見通しししし中間期実績中間期実績中間期実績中間期実績・・・・通期見通通期見通通期見通通期見通しししし －－－－－－－－ ブロードリーフブロードリーフブロードリーフブロードリーフブロードリーフブロードリーフブロードリーフブロードリーフ

06年度年度年度年度
通期見通通期見通通期見通通期見通しししし

06年年年年9月月月月
実績実績実績実績

８８８８5営業利益営業利益営業利益営業利益

１６５１６５１６５１６５83売上高売上高売上高売上高

■■■■06060606年度中間期年度中間期年度中間期年度中間期のののの概況概況概況概況

①商号変更・本社移転等によるコスト（約2億円）増

②早期リリースを予定していた新主力商品

「．NSシリーズ」の 機能追加拡充によるリリース延期と、目前の買い控えの発生

■■■■06年度通期業績見通年度通期業績見通年度通期業績見通年度通期業績見通しししし

9月「．NSシリーズ」販売開始も、販売が軌道に乗るまでには半年程度の時間を要するため、当期業績への
寄与は限定的。

（単位：億円）
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事業概要説明及び今後のビジョン
２００６年１１月１４日
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株式会社株式会社株式会社株式会社ブロードリーフブロードリーフブロードリーフブロードリーフについてについてについてについて

・・・・２００６２００６２００６２００６年年年年1月月月月 ＩＴＸＩＴＸＩＴＸＩＴＸグループグループグループグループ会社会社会社会社としてとしてとしてとして「ＩＴＸ「ＩＴＸ「ＩＴＸ「ＩＴＸ翼翼翼翼ネットネットネットネット㈱㈱㈱㈱」」」」営業開始営業開始営業開始営業開始
・・・・２００６２００６２００６２００６年年年年7月月月月 本社所在地本社所在地本社所在地本社所在地をををを江東区亀戸江東区亀戸江東区亀戸江東区亀戸からからからから品川区東品川品川区東品川品川区東品川品川区東品川にににに移転移転移転移転
・・・・２００６２００６２００６２００６年年年年８８８８月月月月 社名社名社名社名ををををＩＴＸＩＴＸＩＴＸＩＴＸ翼翼翼翼ネットネットネットネットからからからから「「「「(株株株株)ブロードリーフブロードリーフブロードリーフブロードリーフ」」」」にににに変更変更変更変更
・・・・２００６２００６２００６２００６年年年年９９９９月月月月 新商品新商品新商品新商品「「「「.NSシリーズシリーズシリーズシリーズ」」」」をををを販売開始販売開始販売開始販売開始

＜社名＞ 株式会社ブロードリーフ

＜所在地＞ 東京都品川区東品川4-12-2 品川シーサイドウエストタワー
TEL.03-5781-3100（代表）

＜役員＞ 代表取締役会長 塩谷 誠司
代表取締役社長 大山 堅司

＜主な事業内容＞
①自動車関連業界を中心とした中小企業向け業務システム
（パッケージソフトウェア）の開発・販売・サポート
②各種データベースの設計・開発・販売
③自動車リサイクル部品共有在庫ネットワーク
「パーツステーションＮＥＴ」の運営

＜従業員＞ １０３６名

＜事業所＞ 営業・サポートネットワーク：全国42拠点
開発拠点：全国3拠点（札幌、東京､福岡）
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ブロードリーフブロードリーフブロードリーフブロードリーフ社社社社のののの強強強強みみみみ

完成度の高いコア機能

「見積り機能」

「販売管理機能」

専
用
業
務
機
能

専
用
業
務
機
能

専
用
業
務
機
能

専
用
業
務
機
能
・・・・・

類似するさまざまな
業界対応が可能

業種を超えた
ネットワーク化が可能

全国対応の営業力

コア機能の確立による

システム間連携や
外部ＷＥＢサービス等の連携による

全国４２拠点の全国対応による

＜システム概念図＞
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当社事業概要当社事業概要当社事業概要当社事業概要・・・・特長特長特長特長

＜事業対象システム＞

部品卸業界部品卸業界部品卸業界部品卸業界部品卸業界部品卸業界部品卸業界部品卸業界

自動車電装業界自動車電装業界

自動車ガラス商業界自動車ガラス商業界

自動車整備業界自動車整備業界

自動車板金業界自動車板金業界

車両販売業界車両販売業界

リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル部品業界部品業界部品業界部品業界リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル部品業界部品業界部品業界部品業界

業界最多業界最多業界最多業界最多・・・・最高最高最高最高のののの

データベースデータベースデータベースデータベース

主力商品主力商品主力商品主力商品 自動車整備業向自動車整備業向自動車整備業向自動車整備業向けけけけパッケージパッケージパッケージパッケージ 「「「「スーパーフロントマンスーパーフロントマンスーパーフロントマンスーパーフロントマン7」」」」をはじめをはじめをはじめをはじめ自動車自動車自動車自動車

アフターマーケットアフターマーケットアフターマーケットアフターマーケットにおけるにおけるにおけるにおける各各各各アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションでででで高高高高シェアシェアシェアシェアをををを実現実現実現実現

シェアＮＯ１

シェアＮＯ１

シェアＮＯ１

シェアＮＯ１

32.6％

64.9％
31.3％

56.3％

18.2％4.5％

22.6％

これらのこれらのこれらのこれらの業界業界業界業界におけるにおけるにおけるにおけるシェアシェアシェアシェアＮＯＮＯＮＯＮＯ１１１１をををを目指目指目指目指すすすす
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＜事業対象業界＞

旅行業界旅行業界旅行業界旅行業界旅行業界旅行業界旅行業界旅行業界

携帯電話販売業界携帯電話販売業界携帯電話販売業界携帯電話販売業界携帯電話販売業界携帯電話販売業界携帯電話販売業界携帯電話販売業界

文具文具文具文具・・・・事務機販売業界事務機販売業界事務機販売業界事務機販売業界文具文具文具文具・・・・事務機販売業界事務機販売業界事務機販売業界事務機販売業界

工務店業界工務店業界工務店業界工務店業界工務店業界工務店業界工務店業界工務店業界

機械工具商業界機械工具商業界機械工具商業界機械工具商業界機械工具商業界機械工具商業界機械工具商業界機械工具商業界

建材販売業界建材販売業界建材販売業界建材販売業界建材販売業界建材販売業界建材販売業界建材販売業界

農業関連業界農業関連業界農業関連業界農業関連業界農業関連業界農業関連業界農業関連業界農業関連業界

●●●●自動車自動車自動車自動車アフターマーケットアフターマーケットアフターマーケットアフターマーケット以外以外以外以外にもにもにもにも、、、、業種特化型業種特化型業種特化型業種特化型パッケージソフトウェアパッケージソフトウェアパッケージソフトウェアパッケージソフトウェアのののの

開発開発開発開発・・・・販売販売販売販売

⇒⇒⇒⇒自動車関連以外自動車関連以外自動車関連以外自動車関連以外でもでもでもでも、、、、機械工具商向機械工具商向機械工具商向機械工具商向けけけけ、、、、旅行業向旅行業向旅行業向旅行業向けけけけパッケージシステムパッケージシステムパッケージシステムパッケージシステム等等等等でででで高高高高いいいいシェアシェアシェアシェア

事業対象業界事業対象業界事業対象業界事業対象業界・・・・製品製品製品製品ラインナップラインナップラインナップラインナップ
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新製品販売新製品販売新製品販売新製品販売とととと今後今後今後今後ののののビジョンビジョンビジョンビジョン

＜＜＜＜ネットワークネットワークネットワークネットワーク化戦略化戦略化戦略化戦略＞＞＞＞

「「「「繋繋繋繋がるがるがるがるシステムシステムシステムシステム」」」」をををを合言葉合言葉合言葉合言葉にににに、、、、シームレスシームレスシームレスシームレスなななな業務連携業務連携業務連携業務連携をををを実現実現実現実現。「。「。「。「.NSシリーズシリーズシリーズシリーズ」」」」としてとしてとしてとして販売開始販売開始販売開始販売開始！！！！

第一弾第一弾第一弾第一弾としてとしてとしてとして「「「「整備業整備業整備業整備業」「」「」「」「板金業板金業板金業板金業」「」「」「」「車販業車販業車販業車販業」」」」からからからから始動始動始動始動！！！！

各データベースの統一化やオペレーションの共
通化を軸に、関連する業種間連動を今後可能に
していきます。これにより関連業界におけるネット
ワーク化が実現、また、各業種におけるシェアの
高さを武器に統合型のインフラとしてデファクトス
タンダードを目指します。




